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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月22日(2016.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプル容器上の密封装置を突き刺すための中空針（１）であって、前記密封装置を突
き刺すための先端（８）を備えた直線の円筒状基本形状を有し、弾性材料内に軸線方向に
入る際にそれぞれの面（２２，２６，２８，３０）に生じる半径方向力成分が互いに打ち
消すような少なくとも２個の面（２２，２６，２８，３０）を前記先端（８）の領域内に
有する中空針（１）。
【請求項２】
　前記先端（８）の前記領域内に２個から８個の面（２２，２６，２８，３０）を有する
、請求項１に記載の中空針（１）。
【請求項３】
　前記面のうちの２個の面（２２，２６）のそれぞれの法線が、前記中空針（１）の前記
軸線（１８）と同一面内にある、請求項１または２に記載の中空針（１）。
【請求項４】
　前記先端（８）の前記領域内で曲げられ、前記面のうちの１個（２２）が、前記中空針
（１）内の前記中空チャネル（１２）の前記出口（２４）を少なくとも部分的に取り囲む
、請求項１から３のいずれかに記載の中空針（１）。
【請求項５】
　軸線方向窪み（１０）を備えた幅広軸線方向部分（６）を有する、請求項１から４のい
ずれかに記載の中空針（１）。
【請求項６】
　前記先端（８）の断面が、湾曲ブレードの様式で設計された、請求項１から５のいずれ
かに記載の中空針（１）。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の中空針（１）を備えた自動分析機器用のサンプル分
注器。
【請求項８】
　請求項７に記載のサンプル分注器を備えた自動分析機器。
【請求項９】
　サンプル容器の密封装置を突き刺すための中空針（１）を作成する方法であって、前記
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中空針（１）が、前記密封装置を突き刺すための先端（８）を備えた実質的に直線の円筒
基本形状を有し、弾性材料内に軸線方向に入る際にそれぞれの面（２２，２６，２８，３
０）に生じる半径方向力成分が互いに打ち消すように前記先端（８）の領域内に少なくと
も２個の面（２２，２６，２８，３０）が導入される、方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも２個の面（２２，２６，２８，３０）が、前記先端（８）の前記領域内
の表面を研削することによって導入される、請求項９に記載の方法。
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